
ブランディング戦略（広報活動・地域活動）

本学の研究ブランディングのホームページ

平成29年12月から本学のホームページに教員の研究活動の現状を順次掲載していきます。
http://www.fdcnet.ac.jp/jcol/branding/index.php

http://www.fdcnet.ac.jp/jcol/branding/index.php


私立大学研究
ブランディング

事業とは

• 学長のリーダーシップの下に、特色あ
る研究を基軸に全学的な独自色を大き
く打ち出す、私立大学・短期大学に対
し、重点的に支援する文部科学省の事
業（平成28年度スタート）

• 平成28年年度の選定結果

198校が申請し40校が選定（20.2％）

短期大学は19校（内数）が申請し1校
（5.3％）

• 平成29年度の選定結果

188校が申請し60校が選定（31.9％）

短期大学は19校（内数）が申請し5校

（26.3％）

本学は平成29年度タイプA【社会展開型】
（支援期間５年）に申請、選定された。



事業概要
食べる・話す・笑うなど、“口はマルチタスク”

食べる機能は栄養状態や身体活動に直接つながります。

会話と明るい笑顔はコミニュケーションに欠かせません。

福岡医療短期大学《歯科衛生士・介護福祉士養成》では、口腔
機能、栄養、身体運動、社会資源創出に関する研究成果を発信
し、卒前・卒後教育における人材育成、地域のコミュニティ形
成支援（イキイキ長寿サポーター養成）を通じて、健康長寿社
会を創造していきます。
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福岡医療短期大学 研究ブランディング事業



A.口腔機能管理チーム

A-1.認知機能グループ

a.認知機能を向上させる口腔ケア

手技の開発

b.口腔関連刺激課題による認知機能

向上プログラム

A-2. 口臭抑制グループ

a.口臭発現の構造分析と口臭予防

法の確立

b.多機能タンパクの抗菌作用

研究活動



研究活動

A.口腔機能管理チーム

A-3. 口腔咽頭乾燥グループ

a.安全性の高い保湿剤の開発

b.咽頭部の保湿作用の高いとろみ剤

A-4. 咬合力の保持グループ

歯槽骨の骨質維持の機序

（ケモカインによる歯槽骨骨質維持機序）



研究活動

B.栄養改善チーム

運動器症候群予防のための在宅でできる
料理の多様化 （在宅でできる料理メ
ニュー開発）

C.運動機能の維持向上チーム

C-1. 身体活動量グループ

運動器症候群予防のための生活活動量向
上メニューの開発



研究活動

C-2. 口腔運動機能グループ
a. 顔面骨格形態から口腔機能低下の予測

b. 口唇閉鎖力向上によるＱＯＬ改善
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RSSTを目的変数、最大舌圧、/pa//ta//ka/の発
音速度及びセファロの角度計測値を説明変数
として変数増減法（F=2.0）による重回帰分析
を行った。
重回帰分析で説明変数に選ばれたのはSNB, 
ANB, Mand. Pl. , Occ. Pl. （P=0.008, R2＝0.6038）
以上より、健常高齢者において、下顎の前後
的位置と顎関節を中心とする下顎の回転が嚥
下機能に関連があることが示唆



研究活動

D.社会資源の創出チーム

・地域社会における自助互助

システムの構築

（ボランティア人材を育成）

【イキイキ長寿サポーター】



地域公開講座

平成29年12月23日、地域住民対
象の第1回地域公開講座「健康
（口）体操でイキイキ長寿」を、
短大コミュニティホールⅠで開
催。本学の近隣住人、公民館長
など23名が参加。





地域交流カフェ



口腔機能向上でイキイキ長寿社会の
実現

「口腔機能向上でイキイキ長寿社会」をメインテーマとする研究

【A.口腔機能、B.栄養改善、C.運動機能、D.社会資源創出】の成果を

集約し、情報発信

人材育成と地域住民の福祉ならびに科学の発展に貢献することを目的

教育・研究の推進、ステークホルダーとの連携の在り方、研究のブランド化を総合的・戦略的に

模索

①高校生・在学生及び保護者、高校教員等

②卒業生、福祉施設・医療機関、職能団体等

③地域住民・地域社会

④研究に関連する機関・企業等

⑤学会・学術界等

福岡医療短期大学 研究ブランディング事業



口腔機能向上でイキイキ
長寿社会の実現
―文部科学省私立大学研究
ブランディング事業―

福岡医療短期大学

歯科衛生学科・保健福祉学科
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